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 論文内容の要旨
 1.研究目的
 本研究は、19世紀イギリスにおける女性像を探りながら、当時のイギリス社会、及び、自然の秩
 序における女性の機能を再評価するものである。テキストとして、チャールズ・キングズリーG819
 -75)の『水の子』(1863)、ルイス・キャロル(i832-98)のr不思議の国のアリス』(1865)、『鏡
 の国のアリス』(1872)、ジョージ・マクドナルド(1824-1905)の『北風の後ろの国』(1871)を用
 いる。これらの作品は、女性を中心とするファンタジーランドヘの旅という共通のプロットを持つ。
 また、それぞれの作品では、女性像に加え、母親像も探ることができる。ファンタジーランドにお
 ける女性の中心性に注目することで、当時の父権社会における女性の役割、重要性の再考が可能で
 ある。本研究では、先行研究の流れに沿いっっ、徹底した精読による女性像の分析を行うことによ
 り、女性らしさ、母親らしさをより深く考察する。同時代に書かれたイギリス文学作品と比較しな
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 がら、母親と子どもの関係に着目し、母親像がこれらの児童文学作品にどのように反映されている
 のかを同時に検討する。
 2.研究方法
 イギリスにおいて、児童文学は、独立した学問対象としてではなく、英文学の一部として考えら
 れてきた。しかし、近年、児童文学作品は、それが書かれた時代の社会的、文化的価値観を反映す
 る大人の文学の子ども版として目が向けられている。児童文学作品は、子どもに焦点を当てること
 により、ジェンダー、階級、家族などの文化研究の対象として注目を集めている。
 19世紀イギリス社会において、女性の使命は、娘、妻、母という三つの役割において捉えられ、
 r家庭の天使」に象徴される女性像が浸透していた。r家庭の天使」という名称は、コヴェントリー
 ・パトモアの同名の詩、『家庭の天使』(1854-63)に由来する。r家庭の天使」像は、女性らしさの
 シンボルとして崇拝され、女性の義務とその遂行を説いたコンダクト・ブッタをとおして浸透して
 いった。その一方で、女性の解放と地位向上を訴え、イギリスで初めて社会規模の女性運動が起こ
 った。そのため、19世紀は、女性像が二分化され、r家庭の天使」に象徴される服従の伝統と、フ
 ェミニストが唱える自己探求という新しい女性観が交錯した時代となった。さらに、20世紀になる
 と、女性の参政権が認められ、女性の社会進出が本格化しr家庭の天使」像が議論されるようにな
 る。
 英文学研究における19世紀の女性像考察は、三つのパターンに分類できる。まず、女性を、男性
 との関係から論じる方法があげられる。この方法では、当時の女性像は、父権社会における自己犠
 牲を強いられた姿に他ならないというネガティブな視点が提示されている。次に、ヴィクトリア時
 代(1837-1901)における社会的、文化的背景との関係から論じる方法である。この方法では、女
 性がその社会の一員として担ってきた役割、機能を追求するというパターンで、女性像が再検討さ
 れている。三つ目は、豊饒な自然と女性の連想により、母なる自然という概念から女性を論じる方
 法である。この方法では、自然の営みと女性の肉体的な機能を照らし合わせ、創造する力、命を育
 む力、全てを包み込み、癒し、再生する力を持つ、自然界の秩序の中心としての女性の役割が再検
 討されている。女性、あるいは、母性なるもののとらえ直しが様々な角度から模索されている。
 児童文学は、幼いヒロ・インに焦点を当てることにより、少女らしさ、女性らしさの研究対象とな
 ってきた。しかし、母親像考察の有効な手段としても目を向けることができる。19世紀のイギリス
 社会では、新旧二つのタイプの女性観が登場する一方で、19世紀の児童文学には『水の子』の優し
 い母親と、『不思議の国のアリス』の暴力的な母親のような二つのタイプの母親が描かれている。
 また、当時の著しい児童文学の発展の背景として、児童性悪説が児童性善説に変化したことがあげ
 られる。児童観の変化とともに生み出された児童文学には、当時の様々な社会的、文化的価値観を
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 含むヒントがあり、母と子の関係もそのような観点から考えられる。なぜなら、理想の女性像とい
 う概念も、児童観と同様に単独で存在するのではなく、ヴィクトリア時代、あるいはその前後の女
 性たちに投影された複雑なイメージの絡み合いの中に位置付けられているからである。父権社会に
 おいて無条件に受け入れられてきたr家庭の天使」像が、子どもを主人公とした児童文学作品の中
 で、キャラクターの描かれ方や人間関係の描かれ方にどのように反映されているのか、あるいは、
 それに対する批評がどのように示されているのかを検討する意味はある。本研究では、上にあげた
 三人の作家の児童文学作品に登場する女性を、理想的母親像、反理想的母親像、両義的母親像の三
 つのタイプに分けて考察をすすめる。ヴィクトリア社会という枠組みに加え、豊かな自然と女性を
 連想させることにより、本研究における女性像考察はいっそう深みを増すものと考えられる。
 3.論文概要
 第1章では、ジョン・ラスキンの女性らしさと女子教育に関する考察、r王妃の庭園」(1865)を
 参考に、r家庭の天使」像を検討した。
 r王妃の庭園」に描かれている理想の女性像は、パトモアのr家庭の天使』との比較により明ら
 かに浮かび上がってくる。なぜなら、ラスキン自らが「王妃の庭園」の中で『家庭の天使』の一一・説
 を引用し、イギリスの女性たちにその作品を読むことを勧め、それを擁護しているからである。.二
 人には、女性の美徳と義務に関して様々な共通点がある。両者は、女性の美徳として、敬虔さ、純
 潔さ、従順さ、忍耐強さ、感受性の強さ、愛情、正しい道徳観などをあげている。また、両作品で
 は、女性の義務は、男性への服従と賞賛であることが強調されている。さらに、ラスキンは、r男
 性の義務は公的で、女性の義務は私的である」というジェンダー・ロールを明確にしたうえで、女
 性は、家庭内でr癒し、救済し、導き、保護する力」を発揮し、家庭内のr秩序の中心、苦悩の慰
 め、美の鏡」として機能すると説いている。女性らしさが、結婚に基づく男性との関係において述
 べられている。そして、家庭の本質は「平和の場所、避難所」であるとされ、家庭が重要視されて
 いる。「王妃の庭園」には、r家庭の天使」像の背後に、公領域と私領域という性別分業があったこ
 とが提示されている。r家庭の天使」の地位は家庭の中で確立されるものであり、それはまた、父
 権社会を反映しているといえる。
 イギリス文学作品にr天使」のイメージを辿ってみると、その時代が求めた女性の価値観、女性
 らしい生き方が反映されていることが読み取れる。ウルストンクラフトはr女性の権利の擁護』
 (1792)の中で、18世紀後半には、すでに読み物を媒介に社会が求める女性像が形成されているこ
 とを指摘している。そこで、18世紀に遡り、r家庭の天使」像の土台となる女性像がどのように変
 化していったのかを跡づけた。『スペクテイター』(1711.3.H722.12.6)には、「家庭の天使」と
 の様々な共通点が見られる。ここでは、理想的な娘、妻、母であるために、良い評判、純潔さ、従
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 順さなどが女性の美徳であり、励ますことが女性の義務であると述べられている。18世紀後半から
 19世紀前半には、r天使」という言葉が女性を賞賛する言葉として用いられるようになる。例えば、
 『若い女性への講話』(1766)やr自負と偏見』(1813)では、おとなしくてあどけない女性をr天
 使」として称えている。パトモアの『家庭の天使』はこのような文学的流れの中に位置していると
 いえる。19世紀半ばになると、r天使」としての女性の生き方が否定されるようになる。例えば、『ジ
 ェイン・エア』G847)や『オ一口ラリー』(1857)のヒロインは、ジェンダー・ロールを否定する
 発言をする。新旧の女性観が交錯していた時代背景を考えると、このようなr天使」に対する否定
 的な態度は、女性の役割や地位や本質の見直しが促されていたことの現れといえる。さらに、20世
 紀以降になると、「天使」が消滅する。「天使」は女性が仕事をする際に邪魔になるという理由で、
 1931年に女性作家のペンによって殺される。それは、結婚してr家庭の天使」になること以外に自
 立した女性の人生を模索する時代を反映しているといえる。このように、「天使」のイメージを探
 ってみると、それは小説のモチーフとしてその時代が求めた女性像を映し出していると考えられる。
 r王妃の庭園」に描かれている理想の女性像から、ヴィクトリア社会、及び、自然界における女
 性の重要性の再考察が可能である。まず、女性が王妃にたとえられており、女性と社会との関わり、
 また、その重要性が暗示されている。さらに、聞き手として、正しい道徳観を持つ中産階級の女性
 が想定されており、「家庭の天使」像が階級とジェンダーの交差という複雑な文化的背景から生ま
 れたことが示唆されている。したがって、「家庭の天使」が家庭のr秩序の中心」として機能する
 ことは、ヴィクトリア社会の一員として、その社会全体のr秩序の中心」として機能しているとい
 う見方ができる。また、少女が花にたとえられており、女性と自然との関わりが暗示されている。
 花と庭の関係は、母と了一の関係のみならず、母なる大地を想起させる。そして、大地が花を種から
 育てるという描写は、女性の肉体的な機能を、そして、女性が子どもを育てる力は、自然界の力を
 連想させる。「王妃の庭園」には、古来より女性に属していた命を育む力を行使しながら、自然界
 のr秩序の中心」としてその機能を果してきた力強い女性像が投影されている。
 第2章では、r家庭の天使」のイメージ、理想の母親像が、『水の子』の登場人物の描かれ方や人
 間関係にどのように反映されているのかを考察した。
 19世紀は、子どもの位置が周縁から中心に移動した時代である。その背景として、ロマン主義に
 よる子どもの発見と近代核家族の成立があげられる。子どもの発見とは、子どもを一人前の人格と
 して扱うようになり、子どもに関して積極的な価値を見出したことである。また、近代核家族の成
 立により、市場へ質のいい労働者を送るために教育が家族の関心事となった。大人の汚れた心を清
 める純粋な子どものイメージが文学作品のモチーフとして繰り返される一方で、子どもは社会競争
 のターゲットとなっていった。『水の子』の中で、乱暴な煙突掃除の親方のもとで教育を施されず
 に育った主人公、トムが、邪悪な子からrいい子」へ成長することは、当時の児童観の変化を象徴
244
「
一L
 …マ.
.,∠
 しているといえる。そして、トムの成長を促すのは、正しい道徳観を持つ優しい母親である。一方、
 『水の子』には、教育に熱心な母親の様子が風刺的に描かれている。児童観の考察により、理想の
 子と理想の母親は相互関係にあることが提示された。
 『水の子』には、r導き手」として、様々な女性が登場する。トムとの関わりにより、r導き手」
 としての女性の評価を読み取ることができる。女性が教師として社会進出した事実を反映しつつ、
 r家庭の天使」の側面を持つ先生が理想的に描かれていることから、教師として登場する女性たち
 には、母になることを称える風潮が映し出されているといえる。『水の子』には三とおりの女性教
 師が登場する。まず、女家庭教師はトムの成長に関わりを持たない。それは、未婚のために、もし
 くは夫を亡くしたために、住みこみの家庭教師をして生計を立てている女性に対する、その当時の
 ネガティブな評価に裏付けられていると考えられる。次に、おばさん学校の先生は、トムの親方の
 母親として登場し、トムに更正のきっかけを与える。三つ目として、水の国の学校の先生が登場す
 る。彼女は、トムのr導き手」として理想化され、お母さんがひざの上で教えてくれるようなこと
 を教えてくれる。これらの女性教師たちは、女性の社会進出を表しつつ、当時の女性らしさの規範
 に従って描かれている。従って、『水の子』は、コンダクト・ブックの側面を持つと考えられる。
 理想的母親像は、トムと双子の妖精との間に見られる母と子の清らかなイメージに探ることがで
 きる。酬いのおばさんは、正しい道徳観を持ち、親切のおばさんは、母親の愛情を象徴している。
 二人は、r水の子の家」を道徳と愛情で満たし「平和の場所」にしている。親切のおばさんは水の
 子たちに囲まれ、常にr水の子の家」の中心に位置している。r私がトムのお母さんになってあげ
 ましょう」という親切のおばさんの申し出は、幸福な結婚によりr家庭の天使」になりたいという、
 当時の女性の願望の現れと考えられる。親切のおばさんがトムを腕に抱いて眠らせるシーンは、母
 の胸が子どもを安心して眠らせるr平和の場所」としての役割を果していることを示している。正
 しい道徳観と愛情で、トムにrいい子」になる決心をさせる二人の妖精は、最も理想的なr導き手」
 であり、家庭の「秩序の中心」として機能する女性像が反映されている。トムがrいい子」になる
 ことを祈り、愛情を注ぎながらしつけを施す妖精は、r癒し、救済し、導き、保護する力」を持つ、
 19世紀イギリス社会が求めた理想的母親像の究極の姿であると解釈できる。
 「水の子』には、「水の子の家」の中心人物である親切のおばさんと酬いのおばさんの他に、水
 の国の女王、ケアリーお母さんが登場する。ケアリーお母さんには二人の妖精とは異なる役目が与
 えられている。それは、水の国の中心の玉座で、生き物が自分の力で生まれ変わるのをじっと見守
 りながら、毎日海水から子どもたちを創り出すことである。ケアリーお母さんをとおし、自然の豊
 饒と女性の創造する力がパラレルになっており、生命の循環を自然界にもたらす女性の肉体的な豊
 かさが読み取れる。彼女は、女性の創造する力と自然の創造する力の媒介として描かれている。ケ
 アリーお母さんに与えられている自然の営みを維持する力は、母なる大地という概念に基づいてお
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 り、自然のr秩序の中心」としての母の機能を示している。r水の子』に描かれているファンタジー
 ランドは自然の営みを背景に構成されている。
 第3章では、r不思議の国のアリス』、『鏡の国のアリス』に見られる転倒のパターンをとおし、r家
 庭の天使」像を覆す女性たち、反理想的母親像を考察した。
 現実と非現実のダイアログに基づくアリスと夢の世界の登場人物との関係や、ノンセンスに思わ
 れる会話の中に、ヴィクトリア社会が映し出されている。アリスの言動にはr家庭の天使」の美徳
 とされた、礼儀正しさ、親切さが繰り返し強調されており、アリス自身が階級意識を持っているこ
 とから、彼女はr家庭の天使」の予備軍であったと解釈できる。そこにはr家庭の天使」になるた
 めの教育、つまり、女子教育が反映されている。例えば、家庭ではかんしゃくをおこさないように
 厳しくしつけられていたこと、教訓詩の暗誦を強要されていたこと、教養として、フランス語、音
 楽、絵画を習っていたことなどがあげられる。忠実で恭順なr家庭の天使」になるための教育が少
 女の頃から施されていたことがうかがえる。その教育がパロディ化されていることから、キャロル
 のこの時代の女子教育のありかたに対する批判を見て取ることができる。アリスの夢の世界には、
 ジェンダーを含むヴィクトリア社会に関する様々なヒントが隠されている。
 『不思議の国のアリス』、『鏡の国のアリス』では、ジェンダー・ロールが転倒している。そこに
 描かれている女性たちはr家庭の天使」のイメージとはかけはなれている。父権制と母権制が転倒
 し、男女の力関係がパロディ化され、たくましい女性とか弱い男性の対比が見られる。もっとも顕
 著な例は、ハートの女王が権力を握りワンダーランドを支配していることである。横暴な女王が支
 配するワンダーランドの混乱は、穏やかな水の国やr王妃の庭園」のイメージとは対照的である。
 そして、ジェンダー・ロールの転倒は、物語全体にユーモアを加えているだけではなく、r家庭の
 天使」礼賛の風潮が高まる…方で、女性の社会参加に伴い女性らしい生き方が見直されていたこと
 を暗示しているといえる。
 ジェンダー・ロールの転倒は母親像にも反映されている。子どもを激しく揺さぶる暴力的な公爵
 婦人は、理想の母親像の裏返しのイメージとして解釈できる。公爵婦人の残虐性は、親切のおばさ
 んとの比較により、さらに明確になる。親切のおばさんは、優しく愛情にあふれ、「家庭の天使」
 としての美徳を備えている。外見にもそれが現れ、かわいらしく楽しそうな顔をしている。そのた
 め、水の子たちは親切のおばさんを見つけると嬉しくなり集まってくる。それとは逆に、公爵婦人
 は、暴力的で愛情が欠けており、とても醜くとがった顎をしている。アリスも他のキャラクターた
 ちも公爵夫人を恐れている。また、公爵婦人の台所では、暴力的な扱いを受けている子どもが泣き
 喚いており、そこは恐ろしいほどの苦しみに満ちている。公爵婦人は「秩序の中心、苦悩の慰め、
 美の鏡」ではなく、「無秩序の中心、苦悩の源、醜さの鏡」といえる。新しい女性の生き方が模索
 されていた時代背景を考慮すると、この公爵婦人の姿は、理想的な母親像を押し付けられ、自我を
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 抑制されてきた当時の女性が、自我に目覚めた姿と解釈できる。
 母のようなアリスと子どもじみたキャラクターとの間に、大人と子どもの役割の転倒が見られる。
 登場人物の関係に映し出されるアリスの振る舞いに、母親のイメージを探ることができる。例えば、
 アリスは、双子の兄弟喧嘩の仲裁をしたり、白の女王の身だしなみを整えてあげたり、子守唄を歌
 いながら白の女王と赤の女王を寝かしつけたりする。公爵婦人のイメージとは対照的で、アリスに
 はr癒し、救済し、導き、保護する力」が与えられ、「秩序の中心」として機能している様子がう
 かがえる。アリスの夢物語には、大人と子どもの役割の転倒というパターンをとおして、母の胸に
 抱かれて眠る子というモチーフが巧妙に描かれている。アリスの母としてのイメージは、公爵婦人
 やハートの女王と対極のイメージである。そこには、r子どもは大人の父である」というロマン主
 義の観点から、大人と子どものブラック・パロディが読み取れる。このように、アリス物語にはr家
 庭の天使」とかけはなれたイメージの女性が描かれている。アリス物語の女性たちは、『水の子』
 の妖精たちが果しているような伝統的な女性の役割、女性の本性といわれてきたものを問い直す女
 性たちといえる。
 第4章では、北風に反映されている両義的母親像について検討した。『北風の後ろの国』におい
 ても、『水の子』やアリス物語と同様に、女性がファンタジーランドの中心に位置している。しか
 し、自然の要素、風の女性化により、北風には風本来の多様性がもたらされ、物語全体も現実と夢
 を交差させる複雑な構成となっている。
 『北風の後ろの国』には、現実を映し出す様々な手法が取り入れられている。まず、女性と自然
 の要素の結合により、現実と夢の境界線が曖昧である。北風は、現実と夢を自由に往来できるだけ
 ではなく、そこから誰かを吹き飛ばして連れ去ることもできる。そのため、主人公のダイアモンド
 は現実と夢の二重生活を送っている。また、労働階級の子どもへの視点から、貧困、スラム街の様
 子、子どもの虐待、子どもの病気などの社会問題が扱われていたり、ヴィクトリア時代の社会コー
 ドの一つと見なされていた中産階級の慈善行為が美化されたりしている。現実的視点は、ファンタ
 ジーをより信じやすくするための重要な要素として効果的に用いられている。
 『北風の後ろの国』には、男女のペアのバリエーションを見出すことができる。男性らしさと対
 比させることで、女性らしさが明確に浮かび上がってくる。この物語では、アリス物語に見られる
 ような男女の力関係の転倒ではなく、r男性の義務は公的で、女性の義務は私的である」というジ
 ェンダー・ロールに基づく両者の相互関係が提示されている。例えば、ダイアモンドの父親は、家
 族のために働き、母親は家庭を守る愛情深い模範的な母である。また、ダイアモンドとナニーを男
 女という枠組みから見てみると、臆病だったダイアモンドが家族を養えるほどたくましい少年に成
 長するのに対し、無愛想だったナ二一は、美しく優しい少女に成長する。そして、ナニーの成長は、
 常に、r家庭の天使」として女性を理想化しようとする男性の存在によって促される。男女をこの
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 ように描くことに、r家庭の天使」像を擁護する作者の姿勢を見て取ることができる。
 北風の母としてのイメージは、ダイアモンドとの関係により映し出される。北風は母として二重
 の性質を持つ。それは、風の性質とパラレルとなっており、優しさと厳しさとなって北風の行為に
 現れる。北風の優しさは、愛情深い親切のおばさんを想起させる。例えば、北風がダイアモンドを
 抱いて眠らせる場面には、子どもが母親に抱かれて安心して眠るというパターンがあり、北風の腕
 は、「平和の場所」、r秩序の中心」として機能している。その一方で、北風の厳しさは、正しい道
 徳観を持つ酬いのおばさんを想起させる。例えば、北風は、ダイアモンドの父が雇われているコー
 ルマンが不正をして利益を得たので、罰として彼の船を沈めてしまう。北風は、暴力的なハートの
 女王や、人の命をコントロールするケアリーお母さんのイメージも併せ持つ。しかし、北風が残酷
 な側面を見せる時にはそれなりの理由があり、ダイアモンドに悪い行いには酬いがあることを教え
 ている。北風は、ダイアモンドとの関係において、r導き手」として理想化され、「家庭の天使」像
 を反映しているといえる。
 北風の母親像が二転、三転して定まらないように、ファンタジーと現実の境界線は不明瞭である。
 北風の後ろの国に関する描写も曖昧で、ファンタジーは多様性を帯びている。ダイアモンドの北風
 との最後の旅は、北風の後ろの国に行くことである。それは死を意味し、ファンタジーと死にパラ
 レルの関係がもたらされる。北風は母なる大地という概念に基づき生と死の媒介として両者の間に
 介在し、生と死の循環をもたらすために機能している。したがって、現実と夢の交替をもたらす北
 風は、死の象徴であると同時に、永遠の生命の象徴であるとも解釈できる。また、ファンタジーと
 死の世界とのパラレルの関係により、死のネガティブなイメージは物語全体をとおして否定され、
 それはこの世の終わりではなく自然界の営みの一部として位置付けられる。『北風の後ろの国』に
 は、全ては自然界からやってきて自然界に帰るというテーマが提示されている。
 4.結論
 r水の子』、アリス物語、『北風の後ろの国』には、三者三様の母親、女性が描かれている。物語
 の外と比較対照するなら、ig世紀イギリス社会で求められていた母親像は、『水の子』の妖精とい
 える。妖精のいる世界は、母親と子どもにとって当時の理想的な家庭の縮図といえる。その裏返し
 がアリスが訪れた国である。アリスの世界は、当時の社会コードの核となっていた父権制と母権制
 が転倒していることから、ノンセンス、または風刺と考えられる。北風はその性格からどちらの要
 素も持ち合わせている。また、r北風の後ろの国』は、そのタイトルから「前の国」を連想させる。
 ダイアモンドは日常生活がr起きている時間」と「眠っている時間一1から成り立っていることに気
 がつくが、ダイアモンドがエンディングで「後ろの国」に旅立ち死んでしまうことから、ダイアモ
 ンドのこの発見は、日常生活が生と死の両方から成り立っているという啓示であると考えられる。
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 したがって、北風の体を通り抜けることによるダイアモンドの死は、日常生活の一・一部であり、北風
 の母親としての役割は、大地のように生命を生み出す一方で、死者をも取り込むことと解釈できる。
 子どもが安心して眠れる場所を与える母親は、死者を安らかに眠らせてくれる大地のような役割を
 持ち、北風の母性は、自然界のルールの中で生と死の二面性を持つといえる。
 それぞれの女性たちは、これらの児童文学作品が書かれた当時の女性の立場を反映しつつ、その
 時代において、女性がどのように振舞うことを期待されていたのかを示唆している。本研究では、
 社会と自然という二つの観点からの女性像分析により、r秩序の中心」として機能する女性像を再
 認識できた。当時の社会コードに照らし合わせてみると、これらの女性たちは、「家庭の天使」像
 を根底として描かれている。また、豊かな自然と女性を連想させてみると、彼女たちは、母の機能
 が母なる大地という概念に基づいていることを示してくれる。これら三つのタイプの女性たちは、
 女性と母に関するヴィクトリア時代の社会コードを映し出したり、誇張したり、パロディ化したり、
 転倒させたり、複雑化させたりしながら、女性の主体性を提示している。
 論文審査結果の要旨
 本論文は、/9世紀後半のイギリスにおける児童文学作品に描かれているr女性」の機能を明らか
 にしょうとしたものである。具体的には、チャールズ・キングズリーの『水の子』(1863)、ルイス
 ・キャロルのr不思議の国のアリス』(1865)、『鏡の国のアリス』(1871)、ジョージ・マクドナル
 ドの『北風の後ろの国』(1871)を題材として、そこに反映されている女性像と母親像を通して当
 時のイギリス社会における女性観を考察している。
 本論文では、ジェンダーを考察するのに児童文学を手がかりとするというユニークな視点に立ち、
 作品中の母親像を手がかりとしながらそこに反映されている女性観を詳細に考察している。考察の
 結果、『水の子』に見られるのは、家庭における秩序の中心として癒し・救済し・導き・保護する
 役割を持ったr理想的母親像」であり、『アリス』に見られるのは、すべてが裏返しとなってr家
 庭の天使」を反転させたr反理想的母親像」であり、そしてr北風の後ろの国』に描かれているの
 は夢と現実が交錯するとともに優しさと厳しさという二重の性質をあわせもつ北風に象徴される
 r両義的母親像」であるとしている。さらに、北風の母性は、生命を生み出すとともに死者をも取
 り込む自然として描かれており、女性は自然界の秩序の中心として機能している。これらの3つの
 類型は19世紀後半において新しい時代に移行しようとしていたイギリス社会に混在していた女性観
 の反映であることを明らかにしている。
 本論文は、児童文学を通して19世紀後半のイギリスにおけるジェンダーを考察するという新しい
 視点を提示し、また19世紀後半の多くの児童文学作品の中からその時代の女性観を適切に反映する
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 作品を選定し、それらの作品を読み込むことによって3つの類型を抽出することに成功している。
 本論文には、こうしたいくつかの新しい知見が認められるとともに、19世紀後半のイギリス児童文
 学に新しい意義を見出したものとして高く評価することができる。また、本論文は明快な英語で書
 かれており、筆者の英語の読解力とともに表現力の高さを示している。
 このことから、本論文は博士の学位論文として適当と認めうるものであり、同時に筆者が自立し
 て研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。よって、本論文は博
 士(国際文化)の学位論文として合格と認める。
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